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決算のポイント：
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1. FY20 1Q 連結業績サマリ 連結業績：

受注高：1,233億円(対前年同期比+62億円）

売上高：1,266億円(同-74億円)

営業利益：70億円(同-20億円)

親会社株主に帰属する四半期純利益：37億円(同-29億円)
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1. FY20 1Q 連結業績サマリ セグメント別：

＜受注高＞

精密・電子事業は、半導体市場の設備投資が昨年後半より好転しており
受注高が増加

＜売上高＞

全事業、対前年同期比で減少

＜営業利益＞

風水力事業は、収益性改善や固定費減少、コンプレッサ・タービン事業の
増収もあり対前年同期比で増益

精密・電子事業は、昨年に建設をしたドライ真空ポンプの自動化工場の固
定費負担が重く減益
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1. FY20 1Q 連結業績サマリ 地域別売上高：

中国向けの売上高が前年同期から62億円減少

コロナウィルス感染拡大に起因するもの。中国に生産拠点を複数構えるポンプ
事業と冷熱事業で工場の操業度低下などの影響
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2. FY20 1Q セグメント別業績 風水力：

受注高：785億円（前年同期比-15億円）

売上高：784億円（同-30億円）

営業利益：51億円（同+13億円）

<ポンプ事業：減収減益>

中国やイタリアなど早い段階でコロナウィルス感染拡大の影響を受けた地
域を中心に受注・売上が減少

国内は建築設備市場におけるオリンピック需要後の販売減

公共向けポンプの好採算案件の売上増などでポンプ事業全体では営業利益
は横這い

<コンプレッサ・タービン事業：増収増益>

コロナウイルス感染拡大の影響は軽微

LNG市場向けクライオポンプの製品販売が伸びたこと、サービス＆サポー
トの売上増加により増益

<冷熱事業：減収増益>

中国市場向け売上割合が高いため、早い段階でコロナウイルス感染拡大の
影響があり、生産や出荷面の制限により減収

固定費の減少や国内冷却塔事業の生産性改善により増益
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2. FY20 1Q セグメント別業績 環境：

受注高：45億円（前年同期比-81億円）

売上高：172億円（同-18億円）

営業利益：24億円（同+2億円）

コロナウイルス感染拡大の影響は、中国に生産拠点を有しているが事業活動

への影響は軽微、国内でも工事案件の遅延などもなし

＜受注高＞

81億円減収だが、１Qは大型EPCの受注予定がなく計画どおりに進捗

＜売上高・営業利益＞

EPCは減収だが、採算性の高いオペレーション＆メンテナンス案件が順調
に進捗し増益
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2. FY20 1Q セグメント別業績 精密・電子：

受注高：398億円（前年同期比+159億円）

売上高：264億円（同-25億円）

営業利益：-0億円（同-31億円）

新型コロナウイルスの影響は軽微

＜受注高＞

受注高は前年同期から大きく増加

昨年後半よりロジックやファウンドリなど一部の顧客で強い投資意欲が
継続

メモリメーカの設備投資も少しずつ回復

＜売上高＞

主にCMP事業で客先事由や不具合によるCMP売上の期ずれにより減収

＜営業利益＞

減収に加え、コンポーネント、CMP事業ともに案件ミックスにより収益
性が低下

将来的な需要拡大に備え、ドライ真空ポンプの自動化工場の一時費用およ
び減価償却等の成長に向けた先行費用が利益押し下げ
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3. FY20 業績見通し 連結業績：

＜第2四半期累計および通期の業績見通し＞

世界的なコロナウイルス感染拡大の影響に伴い、国内外の主要市場の動向、
客先での工事進捗や移動制限、サプライチェーンの状況など、当社グルー
プの業績に与える影響は不透明

業績予想の合理的な算定が困難なため、2月26日に公表した計画値を未定
に変更

今後、合理的算定が可能となった時点で速やかに開示
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3. FY20 業績見通し セグメント別：
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4. 新型コロナウイルス感染拡大の影響 事業の状況：

＜1Qの状況＞

2月の春節を挟み、中国内での生産・販売拠点、あるいは中国の顧客やサ
プライヤーの操業が停止

人の移動や物流に移動制限が生じたため、事業への影響が現われ始めたも
のの必要な対策をいち早く講じ、中国各拠点の操業は全て再開

欧米、新興国などでも政府や自治体の要請に従い、事業活動が停滞したが
１Q業績への影響は、冷熱事業を除けば比較的軽微

現在、フィリピンの生産拠点1箇所を除き、全ての海外拠点で操業を再開

＜2Q以降見通し＞

主要な対面市場への影響は、一部中国地域に限定されていたが、足元では
感染拡大によりその影響が欧米やその他地域へ拡大

顧客の投資案件の延期や工事進捗の遅れなど、世界経済の後退によって当
社グループを取り巻く事業環境は悪化見込み
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4. 新型コロナウイルス感染拡大の影響 セグメント別の状況：
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4. 新型コロナウイルス感染拡大の影響 セグメント別の状況：



4. 新型コロナウイルス感染拡大の影響 財務状況：

3月末時点で手元資金は月商3か月以上と厚く保有しており、キャッシュ
フロー面は十分な余裕

海外子会社での操業停止や納期遅れなどによる資金繰りリスクなどは必要に応
じて早期に手当てを実施

仮に年内にコロナウイルス感染拡大の影響が続いたとしても、手元資金の水準、
資金調達枠は十分な余力を確保

コロナウイルス感染拡大の長期化に備え、財務リスクを最小化するよう今後も
十分な手元流動性と財務健全性の維持に留意
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